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防災でプログラミング 
地域・学校・企業/三位一体型モデル 

株式会社 Ｚ会 
静岡大学教育学部附属浜松小学校、西伊豆町立賀茂小学校 



総務省「若年層に対するプログラミング教育の普及推進」事業 成果発表会 

1 

西伊豆町立賀茂小学校 
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実証モデルのねらいと設計の背景 １．実証モデルの概要 

 テーマ 防 災 
～21世紀に向けての地域の重要課題への取り組み 

対象・内容 小学生対象にレゴ社マインドストーム使用 
～発達段階を考慮した学習プログラム 

教材・講座設計 プログラミング的思考と言語活動充実 
～論理的思考力の養成と言語活動との連携 

指導法・活動 協働学習とジグゾー法 
～他者との協働の力の養成とアクティブラーニングの工夫 

効果測定 ルーブリック評価 
～プログラミング学習でどんな学力が伸びるのかの検証 

事業成果 自走と事業モデルの波及・拡散 
～公開日の最終発表を営業活動の中核に据える 
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実証モデルのねらいと設計の背景 １．実証モデルの概要 
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１．実証モデルの概要 
 

実施体制 

• 西伊豆町教育委員会経由で、元
校長にメンターを依頼。さらにそこか
ら、メンター候補を招集。 
 

• 教育委員会/賀茂小学校/Ｚ会
の信頼関係の下、ＰＴＡや地域
を巻き込んだ強固な体制を確立。 

 
• 賀茂小学校では、校長、教頭、
教務主任が実担当となり、講座を
全面的にサポートいただいた。 
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１．実証モデルの概要 
 

スケジュール 

浜松でのパイロットテストを経て 

全方位的にブラッシュアップし、 

西伊豆モデルを開発 

          

浜松 

西  
伊豆 
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2．メンターの育成 
 

概要 

コーチング 
「児童の半歩先の知識を持ち、児童に寄り添い、児童の発想を引き
出し、児童に自信を持たせ、児童に成長のきっかけを与える」 

実施地 モデル 育成メンター 

浜松 大都市モデル 教職を志望する大学生 

児童の保護者、ＰＴＡ 

元教員 

西伊豆 遠隔地モデル 地域での子供の支援等ボランティア経験者 

高齢者     

児童の保護者、ＰＴＡ 

元教員 
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2．メンターの育成 
 

育成研修 

内容 
 マインドストームの制御について 
 指導について コーチング概論 
 
実施時間 
 浜松  ２時間×２回 
 西伊豆 ３時間×２回（＋自主研修２回） 
 
浜松の講座実施後の反省点を活かして、西伊豆の研
修内容を再構築。ロールプレイ・反省会なども実施。 
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3-1. 教材・カリキュラム 
 

 

 

本事業のためにオリジナルテキストを開発 

言語活動の充実 
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3-1. 教材・カリキュラム 
 • 「ワークブック」は補足資料として使用。学

習のためのプリントを用意し、その内容につ
いて他者と共有するスタイルを採用した。 

• 最終課題は、過去の西伊豆町に過去に
あった災害被害の状況をデフォルメしパター
ンモデル化した上で各チームに付与。 
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3-2. 活動・指導・評価 
 
アクティブ・ラーニング（協働学習） 

ジグゾー法        

【A】 

【B】 

【C】 

【D】 
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3-2. 活動・指導・評価 
 
ルーブリック評価        
プログラミング・制御の力 

プログラミング・制御の力 

  適切な命令を用いる 

  変数 

  順を追って命令を配置する 

  センサーを用いる 

  誤りを訂正／試行錯誤する 

プログラミング的思考（および、親和性がある項目） 

論理的思考力 

  事象を要素に分解する力 

  批判的に見る力 

  演繹的に考える力 

  状況を整理する力 

  新たな課題を発見する力 

  ＰＤＣＡを意識する力 

創造力   

  仮定の状況を想像する力 

  既存の知識を活用する力 

  （調査する力） 

他者と協働する力 

  自身の獲得した知識を伝える力 

  他人の意見を聞く力 

  自己主張をする力 

  議論をまとめる力 

表現する力   

  自身の考えを文章で表現しようとする力 

  筋道だった文章を書く力 

  人前で発表する力 

Ethicsの形成 

防災意識   

  防災意識 

  モラルジレンマ 

どんな力が伸長するのかの検証 



総務省「若年層に対するプログラミング教育の普及推進」事業 成果発表会 

12 
4. 実証講座 
 

実施概要 

  学年 募集方法 人数 メインメンター 
参加 

サブメンター 
講座 
回数 

附属浜松 
小学校 

5・6
年 

チラシ配布 
希望者・
抽選 

21名 社員 1名 
全員で21名 
常時12名程

度 

5回 
（各120
分） 

賀茂    
小学校 

5・6
年 

チラシ配布 
希望者 

22名 
元教員・社会人 

1名 
全員6名 
常時6名 

10回 
（各50分） 
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4. 実証講座 
 

実施の様子 

   四つの約束 
    ①自分の考えを進んで言う 
     ②話をよく聞く 
    ③チームでよく協力し合う 
    ④iPadに触れるのは平等に 
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4. 実証講座 
 

実施の様子 

毎回の講座をドキュメント化して掲示 
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4. 実証講座 
 

実施の様子 

各回講座終了毎に、メンター反省会を実施 

 

児童の反応やクループ課題の共有と協議 

ナレッジの共有 
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4. 実証講座 
 

実施の様子 

初回から体育館を会場として実施。 

話し合いの行い方や他グループとの距離感など、 

利点が多かった。 

話し合いの雰囲気など 
遠慮がちだったものが回 
を重ねるごとに活発に。 

言語活動の充実との連動。 

そしていよいよ最終発表日を迎える。 
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4. 実証講座 
 

実施の様子 

最終発表日の舞台設定 
 
「２０××年 
 西伊豆町に災害が発生。」 
 

「西伊豆町が大変だ！」 
 

「復旧ロボットで西伊豆町を 
 救え！」 
 

西伊豆町町長より、レスキュー 
隊に出動命令が出た。 
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4. 実証講座 
 

最終発表の様子 
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4. 実証講座 
 

児童・生徒の声 

●とても楽しかったです。ドキドキ・ワクワクが今までになかった程 
  です。来年もやりたい。 
●すごく達成感を味わいました。友達と協力して学べて楽しか 
    ったです。またやってみたいと思いました。 
●災害が起きた時にわたし達子どもができることを増やしてもら 
  いありがとうございます。 
●すべてのゲームは誰かの手によって作られていることを知って、 
  どのようなしくみになっているか、どうしたらこう動くのかなどを考 
  えるようになった。 
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4. 実証講座 
 

保護者から 

 
●失敗することを嫌がり、言動に自信がないことがあったけど今回、 
   失敗の大切さを知ったことで、意見を言えるようになってきたと思う。 
●１人ではできないことも、人と協力してできることを学んだ。 
●家族がちょっとした困難（「どうしようかな」とか 
   「分からない」）にぶつかった時に「こうしたら?」 
  「こうじゃない?」 と提案したり、解決しようと 
   することが増えた気がする。 
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4. 実証講座 
 

メンターの声 

●答をすべて言わないで考えさせることに導くことが難しかった。 
●画一的ではなく、さまざまな子供たちの状況に個別に対応す 
  ることの工夫が大切と感じた。 
●グループ構成は４人だと多く３人がちょうどよい。４人だと傍観 
  者をときどき出してしまうが、３人だと全員が 
  参画できる。 
●技術がメインではないとしてもロボットを扱う 
  以上、メンターも最低限の技術の習得は 
  必要。 
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4. 実証講座 
 

実証校の校長先生/教育委員会から 

●与えられた課題を解決した後、自分で新しい課題を持ち、 

  活動している姿があった。 

●普段教室の中では消極的な子が、自ら発言し、プログラム 

  を組むなど、とても積極的な活動をする姿が見られた。 

●この学習に取り組んだことで子どもは伸びるし変化していく 

  ことは確信している。しかし、これを指導する教師には絶対 

   的に時間が足りず研究が十分にできないことが懸念される。 

   現場に人を増やす等の措置をした上で、実施して欲しい。 
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5. Findings 
 

教育成果 

伸長した力  A:児童自己評価 

  ◎議論をまとめる力 ◎人前で発表する力 ○他人の意見を聞く力 

  ○自身の獲得した知識を伝える力 

  ※チームとしての成果を出すために必要な力が如実に上がる結果となる。 

  ※論理的な表現力が向上する結果までは出なかった。 

伸長した力  B:保護者評価 

  ○人前で発表する力 ○自分の考えを文章で表現する力 

  ○話し合いの場で自己主張をする力 ○段取りを考える力 
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5. Findings 
 

事業成果 

・西伊豆町での最終発表日を公開日に設定、静岡県内の各自治体の 

 教育委員会あてに告知案内を行い、招致。 

・三島市、下田市、南伊豆町、松崎町教育委員会の指導主事が、最終 

 発表日に見学。 

              

 成果②  普及 

  ↓ 

近隣自治体で 

2018年度予算申請 

成果①  自走 

    ↓ 

西伊豆町で 

2018年度予算化 
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5.  Findings 
 

課題 

◇メンター研修において技術の習得は必須条件。 

◇「防災」と「プログラミング」について、もっと有機的に関連させること 

  ができたのではないか。今後まだ改善の余地が残る。 

◇「防災倫理」の問題までは扱えなかった。 

◇ルーブリック評価は十分には機能せず。 

◇今後はさらなる指導と評価が一体化された体系が求められる。 
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6. モデルの普及・横展開のための活動 

 ●本事業を「ビジネスモデル化」 

  自治体のニーズに合わせて提供 

 各種イベントでの告知活動      

全国教育委員会への告知活動 

コア設計部分   
●eスクールステップアップキャンプ 

●EDIX 

●弊社独自イベント 
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6. モデルの普及・横展開のための活動 

  

 

マスコミへの露出 

http://www.at-s.com/
https://www.tv-sdt.co.jp/
http://www.sut-tv.com/
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7. 教育委員会・学校の先生の皆様へ 

Ｚ会が目指すプログラミング教育 

プログラミング的（論理的）思考力、試行錯誤の力、協働する力 

Ｚ会のプログラミング教育 
・総務省実証事業採択 

・東京都のプログラミング講座採択 

・海城中学高校などで採択 
 

お問い合わせは、Ｚ会 

法人事業部 公民連携推進室 055-976-8310 まで 

 

 

 




